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研究成果の概要（和文）：本研究では、移民と宗教の実践を通して、華人社会の共同性構築のプロセスならびに他者と
の共生や葛藤の動態を捉えた。タイでは、中国系イスラーム社会におけるハラールフードの実践と喜捨という宗教的規
範にもとづ民族間の関係性をとりあげた。日本の華人キリスト教社会では、交易ネットワークによって生まれた移民社
会を受け皿にして１９４９年以後にあらたに始まったキリスト教受容の葛藤と信徒の動態を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This research tried to make a critical treatment of the state approach of 
institutional integration and assimilation and the approach of center-periphery toward the movement of 
people across international borders .In my research, micro-negotiations of social bonds is conceptualized 
as “bottom-up coexistence” and the nature of the formation of ethno-religious boundaries is examined as 
seen from the viewpoint of those who have crossed the borders . Special attention was given to the 
Chinese Muslim Diaspora in Thailand and Chinese Christian Society in Japan.
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１．研究開始当初の背景 

申請者の研究は、一貫して、異なる文化や

社会に移り住んだ移民・越境者の移住をめぐ

るエスニシティの変動と生存戦略、他者との

相互作用のなかでの共生関係について明か

にしていくことにあった。越境や移民問題に

こだわって研究した背景には、これまで移民

や越境者については、国家との関係性で貧困

や国家への従属、差別や同化といった負の移

民観で語られる傾向がいまだに根強いから

である。そうした中、グローバル化時代にお

いて、負の移民観を再考し、民族間の共生、

異なる宗教の共生を前提とした共同体のあ

り方を学術的に探求する必要性を強く感じ

た。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、グローバル化が進むアジアにお

いて中国系ディアスポラに見られる国境を

越えた人の流れ、ネットワークと文化的交渉

を通して、人と人との多元的な結合から生み

出されていく共生関係と可変的に生成され

ていく地域空間のダイナミズムを探求する

ことにある。とくに、西南中国の雲南省出身

の華人社会を対象に母国中国、タイや再移住

先の台湾にまたがる移民のネットワークに

着眼し、越境にともなう民族・宗教文化が個

人や集団レベルにおけるアイデンティティ

の継承と既存の地域社会に与えるインパク

トや共生に果たす役割を解明していく。同時

に、在日華人社会における越境と宗教空間の

再構築について、とくにキリスト教社会を対

象に神戸や大阪を軸にしつつ、他地域も射程

にいれたフィールドワークを行う。以上を通

して、中国、東南アジア、台湾、日本にまた

がる中国系ディアスポラの越境と地域動態

に関する地域間比較を行っていく。 

 

３．研究の方法 

①1995 年 3 月に北タイにてはじめてフィー

ルドワークを行って以来、北タイ在住の華人

社会、とくに中国雲南省出身の華人（以下、

雲南系華人）について調査を行ってきた。北

タイの雲南系華人には、雲南系漢人と雲南系

ムスリムが含まれ、両者が北タイの国境沿い

に混住していることが明らかになっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１に示した歴史的移住の経緯にもとづき、

本研究では、雲南系ムスリムの他者との共生

関係について、宗教実践を軸にフィールドワ

ークをとおして明らかにしていく。 

②萌芽的な研究として日本を対象にしたキ

リスト教社会における宗教実践のありかた

を明らかにする。 

 

４．研究成果 

初年度の研究成果としては、①タイ北部にお

ける中国系ムスリムと他民族との共生関係

の動態は、宗教施設（モスク）や宗教学校を

軸に、南アジア系ムスリムとの接触と相互作

用のなかでイスラームの覚醒をともなう形

で展開していることが明らかになった。②ま

た台湾においては、タイ北部から中東諸国へ

の留学組みがあらたに台湾ムスリム社会の

リーダーとして求められていること、宗教を

図１北タイにおける雲南系華人の移住 

①雲南系ムスリムによる 19 世紀末から

タイ北部への移住：交易キャラバン 

②1949 年の中国の体制変化にともなう、 

 雲南系漢人と雲南系ムスリムのタイへ

の移住：避難民としての定着 

③20 世紀半ばから現在：トランスナショ

ナルなネットワークの展開 



軸に彼らのネットワークが構築されつつあ

ることが明らかになった。以上、移民と宗教

が生み出すコミュニティや共同性の構築プ

ロセス、他者との共生について、タイと台湾

における民族間関係を通して実証的に研究

を行うことができた。 

最終年度の成果としては、①イスラーム社会

で重視されているハラール食品と善行の実

践が、異郷における共同体形成のなかで中

核的な役割を担っていることを指摘し、食

文化が単なる物質的、生物学的な目的のみ

ならず、伝統民族文化とイスラーム文化の

継承、さらには在地（タイ社会）や多民族

を包摂した文化実践であることを明らかに

した。②とくに、断食明けの祭りなどの共

食儀礼が、喜捨による宗教上の善行をとも

ない、そのことが他民族との共存をうみだ

す文化装置となっている点を指摘した。③

また、日本・神戸に住む中国系キリスト教

徒社会を対象に、移民の宗教実践とコミュ

ニティの形成について調査を行った。先行

研究では神戸の華人社会の非キリスト教徒

研究が多くを占めるなかで、本研究では、

交易ネットワークによって生み出された神

戸の華人コミュニティを母体にして、1949

年以後、中国での宣教活動の経験をもつア

メリカ人宣教師によってあらたにキリスト

教がもたらされてきた歴史的経緯と華人信

徒の動きについて明らかにした。④本研究

では、台湾系華人と中国大陸系華人の信徒

が、それぞれの文化的政治的歴史的立場を

超えて、キリスト教の受容を通じてあらた

に共同性を構築している点ならびにそこで

の諸葛藤を指摘することができた。 

以上のように本研究では、タイ、日本とフ

ィールドを変えながら、移民と宗教が生み

出すコミュニティや共同性の構築プロセス、

他者との共生について実証的に研究を行う

ことができた。 
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